
一
般
世
帯
向
け
（
家
族
向
け
）

・
望
羊
団
地
（
北
4
東
4
）

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
1
号
棟
3
階
）

・
羊
蹄
団
地
（
北
3
東
7
）　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
7
号
棟
4
階
）

高
齢
者
世
帯
向
け
（
60
歳
以
上
向
け
）

・
望
羊
団
地
（
北
4
東
4
）

2
Ｄ
Ｋ　

1
戸
（
2
号
棟
1
階
）

■
募
集
期
間
／
10
月
1
日
㈭
～
16
日
㈮

応
募
に
は
必
要
書
類
、
所
得
制
限
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
問
合
せ
。

問
建
設
課
住
宅
係
☎
56
―
８
０
０
９

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
９
年
４
月
に

小
学
校
（
新
１
年
生
）
に
入
学
す
る
児
童

を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
10
月
中
旬
頃
に
各
家
庭
へ

配
付
す
る
問
診
票
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
診
断
項
目
／
内
科
検
診
、
歯
科
検
診
、

聴
力
検
査
、
視
力
検
査

■
日
時
／
11
月
4
日
㈬
、
13
時
15
分

（
受
付
13
時
～
）

■
会
場
／
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア
リ
ー

ナ
倶
知
安

問
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
56
―
８
０
１
８

　

読
み
聞
か
せ
の
会
「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」
に

よ
る
手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
ど
な
た
で
も

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
2
日
㈮
、
16
日
㈮
、

10
時
15
分
～
10
時
45
分

■
場
所
／
絵
本
館

問
絵
本
館
☎
22
―
０
０
５
5

　

後
志
森
林
管
理
署
で
は
、
後
志
胆
振
森

林
計
画
区
に
お
け
る
国
有
林
の
森
林
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
す
る
た
め
、
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
19
日
㈪
13
時
30
分
～
15
時

30
分

■
会
場
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
中

ホ
ー
ル

■
定
員
／
30
名
程
度
（
事
前
申
込
）

■
申
込
期
限
／
10
月
９
日
㈮
17
時
必
着

問
後
志
森
林
管
理
署
☎
22
―
０
１
４
５

　

相
続
、
年
金
、
税
金
、
土
地
・
家
、
役

所
の
手
続
き
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、
一
人
で
悩

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、

予
約
不
要
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
26
日
㈪
13
時
～
16
時

　
（
最
終
受
付
15
時
30
分
）

■
場
所
／
公
民
館
２
階
中
ホ
ー
ル

■
参
加
機
関
／
札
幌
法
務
局
、
札
幌
国
税

局（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、小
樽
年
金
事
務
所
、

倶
知
安
町
、
北
海
道
行
政
書
士
会
、
き

く
み
み
函
館
・
行
政
相
談
委
員

問
０
１
３
８
―
23
―
０
９
０
９

■
日
時
／

■
日
時
／
1010
月月
1717
日
㈯
日
㈯
1313
時時
3030
分
～
分
～
1515
時時

3030
分分

　

道
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者（
会
社
員
、

ア
ル
バ
イ
ト
、学
生
な
ど
働
く
全
て
の
人
）

お
よ
び
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海

道
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い

場
合
は
、
最
低
賃
金
法
に
よ
り
処
罰
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
最
低
賃
金
額
／
１
１
３
１
円（
時
間
額
）

■
効
力
発
生
日
／
10
月
1
日
よ
り

問
小
樽
労
働
基
準
監
督
署
倶
知
安
支
署

☎
22
―
０
２
０
６

い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

認
定
こ
ど
も
園
（
教
育
部
分
（
１
号
））

令
和
９
年
４
月
入
園
申
込
（
予
定
）

■
願
書
配
布
／
10
月
21
日
㈬
開
園
時
間
～

■
願
書
受
付
／
11
月
11
日
㈬
14
時
～
（
各

幼
稚
園
に
て
受
付
）

詳
細
は
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
倶
知
安
幼
稚
園
☎
22
―
１
３
５
４

　

倶
知
安
藤
幼
稚
園
☎
22
―
１
７
３
３

　

倶
知
安
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
22
―
１
２
７
６

　

諸
事
情
に
よ
り
自
分
の
家
族
と
暮
ら
せ

な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
温
か
い
愛
情
と
正

し
い
理
解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
の
下
で
養

育
す
る
制
度
で
す
。

　

養
育
里
親
、
専
門
里
親
、
養
子
縁
組
里

親
、
親
族
里
親
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
が
い
な
い
方
、
子
育
て
を
終

え
た
方
、
子
育
て
中
の
方
で
も
構
い
ま
せ

ん
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
、
登
録
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
１
１
―
６
３
１
―
０
３
０
１

一
般
曹
候
補
生
（
第
3
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
9
月
15
日
㈫
～
11
月
20
日
㈮

■
一
次
試
験
日
／
11
月
28
日
㈯
～
12
月
6

■
場
所
／
後
志
総
合
振
興
局

■
場
所
／
後
志
総
合
振
興
局
11
階
道
民

階
道
民

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

■
参
加
費
／
無
料

■
参
加
費
／
無
料

■
内
容
／
フ
ッ
素
塗
布
、
指
模
型
、
オ
ー

■
内
容
／
フ
ッ
素
塗
布
、
指
模
型
、
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
科
検

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
、
歯
科
検

診
と
歯
磨
き
指
導
、
む
し
歯
の
危
険
度

診
と
歯
磨
き
指
導
、
む
し
歯
の
危
険
度

チ
ェ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク

　

日
㈰
の
い
ず
れ
か
一
日

■
二
次
試
験
日
／
令
和
9
年
1
月
8
日
㈮

～
10
日
㈰
の
い
ず
れ
か
一
日

任
期
制
自
衛
官
（
第
4
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
10
月
13
日
㈫
～
11
月
5
日

㈭
■
試
験
日
／
11
月
15
日
㈰
、
16
日
㈪
の
い

ず
れ
か

任
期
制
自
衛
官
（
第
5
回
）

■
受
験
資
格
／
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

■
受
付
期
間
／
11
月
9
日
㈪
～
12
月
2
日
㈬

■
試
験
日
／
12
月
11
日
㈮
、
12
日
㈯
の
い

ず
れ
か

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
）

■
受
験
資
格
／
令
和
9
年
4
月
1
日
時
点

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
者
）

■
受
付
期
間
／
10
月
1
日
㈭
～
11
月
27
日

㈮
■
一
次
試
験
日
／
令
和
9
年
1
月
9
日
㈯

～
11
日
㈪
の
い
ず
れ
か
一
日

高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

■
受
験
資
格
／
令
和
9
年
4
月
1
日
時
点

で
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間
／
10
月
1
日
㈭
～
令
和
9
年

1
月
14
日
㈭

■
一
次
試
験
日
／
令
和
9
年
1
月
23
日
㈯

■
二
次
試
験
日
／
令
和
9
年
2
月
13
日
㈯

問
倶
知
安
地
域
事
務
所
☎
23
―
３
５
４
０

　
（
自
衛
官
募
集
相
談
員
）
古
谷
和
之
、

　

清
水
礼
子
、
油
谷
賢
次
、
名
畑
由
美
、

　

前
田
義
江
、
北
原
玲
子
、
作
井
繁
樹

体
育
館
事
務
補
助
員　

１
名

■
応
募
資
格
／
年
齢
不
問
、
町
内
居
住
ま

た
は
近
隣
町
村
居
住
で
通
勤
で
き
る
方

■
任
用
期
間
／
11
月
1
日
～
令
和
９
年
3

月
31
日

■
業
務
内
容
／
体
育
館
事
務
補
助

■
勤
務
時
間
／
週
４
日
、
９
時
～
14
時
30
分

■
勤
務
場
所
／
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア

リ
ー
ナ
倶
知
安

■
賃
金
・
待
遇
／
時
１
３
４
８
～

1
６
１
４
円
程
度
、
通
勤
手
当
・
賞
与
有

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
紹
介
状
を
提
出

問
社
会
教
育
課
総
合
体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
振

情報の掲載を希望される場合はご相談ください
※掲載希望月の前月 10 日までに総合政策課広報広聴係へ要連絡

暮らしの

Information

－13－

募

集

　

興
係
☎
22
―
２
２
８
８

保
育
部
分
（
２
号
・
３
号
）
新
規
・
転
所

入
所

■
申
込
受
付
／
11
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪

（
予
定
）

（
令
和
９
年
４
月
１
日
時
点
で
の
年
齢
）

〇
く
っ
ち
ゃ
ん
保
育
所
ぬ
く
ぬ
く

　

０
歳
～
２
歳

〇
認
定
こ
ど
も
園　

倶
知
安
幼
稚
園　
　
　

　

０
歳
～
２
歳
、
３
歳
～
５
歳

〇
認
定
こ
ど
も
園　

倶
知
安
藤
幼
稚
園　
　

　

３
歳
～
５
歳

〇
認
定
こ
ど
も
園　

倶
知
安
め
ぐ
み
幼
稚
園

　

３
歳
～
５
歳

　

詳
細
は
広
報
11
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

周

知

－12－

一
日
合
同
行
政
相
談
所
の
開
所

自
衛
官
募
集

　納税だより

【公的年金からの町道民税の特別徴収】【公的年金からの町道民税の特別徴収】
　　令和 8 年 4 月 1 日に 65 歳以上で、前年中の公的年金に対し令和 8 年 4 月 1 日に 65 歳以上で、前年中の公的年金に対し
て町道民税が生じた方は、次の①または②の通りとなります。て町道民税が生じた方は、次の①または②の通りとなります。
①昭和 35 年 4 月 3 日から昭和 36 年 4 月 2 日生まれの方①昭和 35 年 4 月 3 日から昭和 36 年 4 月 2 日生まれの方

今年の 10 月から公的年金特別徴収が始まります。公的年今年の 10 月から公的年金特別徴収が始まります。公的年
金に係る年税額の半分を 2 回に分け、6 月と 8 月に納付書（口金に係る年税額の半分を 2 回に分け、6 月と 8 月に納付書（口
座振替）で納め、残った年税額は 10 月、12 月、2 月に支給座振替）で納め、残った年税額は 10 月、12 月、2 月に支給
される年金から徴収となります。される年金から徴収となります。
②昭和 35 年 4 月 2 日以前生まれの方②昭和 35 年 4 月 2 日以前生まれの方

昨年度何らかの事情で特別徴収が中止になった方以外は、昨年度何らかの事情で特別徴収が中止になった方以外は、
年 6 回の公的年金支給時に徴収となります。前年度の年金年 6 回の公的年金支給時に徴収となります。前年度の年金
に係る税額の半分が、4 月、6 月、8 月に支給される年金かに係る税額の半分が、4 月、6 月、8 月に支給される年金か
ら徴収となります（仮特別徴収）。10 月、12 月、2 月の年金ら徴収となります（仮特別徴収）。10 月、12 月、2 月の年金
支給時には、年税額から仮特別徴収される税額を引いた残額支給時には、年税額から仮特別徴収される税額を引いた残額
が徴収されます。が徴収されます。
※公的年金から特別徴収される町道民税は、公的年金に係る※公的年金から特別徴収される町道民税は、公的年金に係る

税額分のみです。公的年金以外の所得に係る町道民税は、税額分のみです。公的年金以外の所得に係る町道民税は、
別に納付書や給与からの徴収で納めていただきます。別に納付書や給与からの徴収で納めていただきます。

※本年度分の計算の結果、年税額が仮特別徴収額より少ない※本年度分の計算の結果、年税額が仮特別徴収額より少ない
場合は還付金が発生します。該当する方には手続きのご連場合は還付金が発生します。該当する方には手続きのご連
絡をいたします。絡をいたします。

※もともと町道民税が非課税の方、町道民税の額が公的年金※もともと町道民税が非課税の方、町道民税の額が公的年金
支給額を超える方、年金の年間支給額が 18 万円未満の方支給額を超える方、年金の年間支給額が 18 万円未満の方
などは対象となりません。などは対象となりません。

問税務課住民税係☎ 56 － 8003問税務課住民税係☎ 56 － 8003
【お気軽に納税相談を】【お気軽に納税相談を】
「町税を納付できない事情がある」「納付書を紛失してしまっ「町税を納付できない事情がある」「納付書を紛失してしまっ

た」など、納税に関する相談は随時受け付けておりますので、た」など、納税に関する相談は随時受け付けておりますので、
お気軽に債権回収係 ( 窓口⑥ ) へ連絡またはお越しください。お気軽に債権回収係 ( 窓口⑥ ) へ連絡またはお越しください。
問税務課特別債権回収室債権回収係☎ 56 － 8002問税務課特別債権回収室債権回収係☎ 56 － 8002

町道民税・軽自動車税のこと　住民税係☎ 56 ー 8003
税金の納付方法 納税係☎ 56 ー 8002
宿泊税のこと 宿泊税係☎ 56 ー 8002
固定資産税のこと 資産税係☎ 56 ー 8004

読
み
聞
か
せ
の
会「
ぐ
り
と
ぐ
ら
」

い
い
歯
の
日
２
０
２
６

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

令
和
９
年
度

保
育
施
設
等
入
所
申
込
に
つ
い
て

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

令
和
９
年
度
４
月
入
学
児
童
に
お
け
る

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て

里
親
制
度

「
国
有
林
管
理
経
営
計
画
策
定
に
関

す
る
意
見
交
換
会
」
の
ご
案
内

北
海
道
最
低
賃
金
の
改
定



生
活
道
路
の
速
度
規
制
が

変
わ
り
ま
し
た

　

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
全
国
の
ア
イ
ヌ
の
方
々
の

悩
み
を
受
け
付
け
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
の
ご
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
無
料
、
匿
名
可
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

■
受
付
時
間
／
月
～
金
曜
、
９
時
～
17
時

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

問
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
相
談
専
用

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
７
７
１
―
２
０
８

　

町
で
は
、
保
育
人
材
確
保
の
た
め
に
、

町
内
の
認
可
保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
で

働
く
保
育
士
な
ど
に
対
し
、
奨
学
金
の
返

還
支
援
事
業
や
勤
務
年
数
に
応
じ
た
一
時

金
の
交
付
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
施
設
で
働
く
こ
と
に
興
味
が
あ
る

と
い
う
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

保
育
士
・
保
育
教
諭

と
し
て
働
く
方
へ
の

町
独
自
の
支
援
制
度
な
ど
、

詳
細
は
町
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
支
援
係

☎
55
―
６
１
１
６

　
「
全
国
労
働
衛
生
週
間
」
は
、「
労
働
衛

生
」
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
高
め
、
労

働
者
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
貴
重

な
人
材　

心
も
体
も
健
や
か
に　

み
ん
な

生
き
生
き
健
康
職
場
」
で
す
。

■
期
間
／
10
月
1
日
㈭
～
7
日
㈬

問
小
樽
労
働
基
準
監
督
署
倶
知
安
支
署

☎
22
―
０
２
０
６

　
「
不
正
軽
油
」
と
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
軽
油
に
、
脱

税
を
目
的
と
し
て
灯
油
や
重
油
な
ど
を
混

ぜ
、
軽
油
と
偽
り
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
「
不
正
軽
油
」
の
製
造
・
販
売
・

消
費
は
脱
税
行
為
で
あ
る
と
と
も
に
、
環

境
汚
染
や
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
原

因
と
も
な
る
犯
罪
行
為
で
す
。

　

こ
の
た
め
、北
海
道
で
は
、10
月
を
「
不

正
軽
油
防
止
強
化
月
間
」
と
し
、
不
正
軽

油
撲
滅
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

「
不
審
な
施
設
に
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が

出
入
り
し
て
い
る
」、「
灯
油
や
重
油
を
自

動
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
」
な

ど
、
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
不
正
軽
油
一
一
〇
番
（
通
話
料
無
料
）

☎
０
８
０
０
―
８
０
０
２
―
１
１
０

後
志
総
合
振
興
局
税
務
課

☎
23
―
１
３
３
６
（
直
通
）

－14－

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
！

【
火
の
確
認　

い
い
日
を
支
え
るいい

習
慣
】

　

10
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間
、
秋
の

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て
、
町
民
の
方
々
に
防
火

防
災
意
識
や
防
災
行
動
力
を
高
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、

万
が
一
発
生
し
た
場
合
に
も
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
火
災
か
ら
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い

ま
す
。 消

防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
事
件
簿
ー
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

令和 8 年 令和 7 年
人　身 25 件 11 件
物　損 639 件 672 件
死　者 0 名 0 名

8月末までの
町内交通事故発生状況

令和 8 年 令和 7 年
火　災 2 件 7 件
救　急 599 件 690 件
救　助 20 件 22 件
その他 77 件 57 件

8 月末までの災害出動状況

おたんじょう
おめでとう

人の動き　令和 8年 8月末現在

人 口

男

女

世　　帯　　数

14,169人

 7,364人

 6,805人

8,262世帯

（前月比    -32）

（前月比    - 9）

（前月比    -23）

（前月比    - 9）

うち外国籍住民 1,472人（前月比 +11）

8
月
の
主
な
事
件

▽
一
般
住
宅
内
に
て
コ
ッ
プ
で
前
頭
部
を

殴
打
さ
れ
負
傷
す
る
傷
害
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。

▽
敷
地
内
か
ら
土
を
窃
取
さ
れ
る
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。

▽
自
宅
敷
地
内
か
ら
自
転
車
が
窃
取
さ
れ

る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

▽
ホ
テ
ル
の
女
性
用
露
天
風
呂
が
盗
撮
さ

れ
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

8
月
の
主
な
交
通
事
故

▽
8
月
14
日
、
国
道
5
号
に
お
い
て
、
車

両
と
歩
行
者
に
よ
る
重
傷
人
身
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

－15－

ごめいふくをお祈りします

再
利
用
で
き
る
も
の
は
、

町
と
連
携
す
る
民
間
サ
ー

ビ
ス
で
、
無
料
・
簡
単
に

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
！

消 費 者 コ ー ナ ー
倶知安消費者協会

■消費生活相談室（公民館 1 階団体室）
■月・水・金曜日 10 時～ 15 時　☎ 23-1522

早めの相談が解決への第一歩

■最近は、60 歳以上の方からの相談が増
えています。
商品部門では、化粧品などの「保健衛生
品」「健康食品」「スマートフォンなどの
教養娯楽品」「光回線」「賃貸アパート」
などです。

■どの相談も時間が経過するとますます解
決しにくくなります。

■困った！おかしい！と思ったら、早めに、
相談室にご連絡ください。

10
月
は
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で
す

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
相
談
窓
口

○倶知安町 ホームページ

https://www.town.kutchan.hokkaido.jp/

○倶知安町 Facebook

https://m.facebook.com/kutchan.hokkaido/

○倶知安町 LINE 公式アカウント

LINE ID：＠ kutchan

○小川原脩記念美術館 Facebook

https://m.facebook.com/shu.ogawara.moa/

○倶知安風土館 Facebook

https://m.facebook.com/Kutchan.Fudokan/

○資源・ごみ分別アプリ「さんあーる」

アプリのダウンロードはこちらから→

Android iOS

全
国
労
働
衛
生
週
間
の
実
施

ようてい法律事務所

弁護士 渡邉 恵介
☎ 21-6228

　令和 8 年 9 月 1 日、生活道路を通行する自動車の法定速度が 60

キロから 30 キロに引き下げられました。対象は、中央線や車両通

行帯のない一般道路です。標識で最高速度が指定されている場合は、

従来どおりその速度が優先されます。一方、標識による指定がない

道路については、これまで法定速度は 60 キロでしたが、改正後は

30 キロに引き下げられました。

　雪国の本町では、積雪により中央線が見えなくなることが多々あ

ります。この場合、中央線が「ない」状態となり、法定速度が 30

キロ扱いになる可能性があります。警察では、この分かりにくさに

よる混乱を防ぐため、60 キロの標識を新設する対応も進められて

いるようです。

　また、見通しが良く歩行者もほとんどいない農道であっても、中

央線がなければ形式的に 30 キロ規制の対象となり、実態に即して

いないとの意見もあるようです。この点について、警察庁は地域の

実情に応じ、公安委員会が新たに速度標識を設置する対応を検討し

ている状況とのことです。

　30 キロ以上の速度超過は赤切符による刑事処分の対象となり、

違反点数 6点で免許停止処分となる可能性があります。

　この改正は、歩行者との衝突時における致死率が、時速 30 キロ

を超えると急激に上昇するという知見を踏まえ、住宅街などの生活

道路で重大事故を防ぎ、住民の命を守ることを目的としています。

　もとより速度の出し過ぎは思わぬ事故につながるものです。今回

の改正を機に、標識の有無や中央線の状態に関わらず、住宅街や裏

道、見通しの悪い場所では速度を落とす習慣を一人ひとり心がけて

いただければと思います。

く
っ
ち
ゃ
ん
で
先
生
に
な
ろ
う
！

～
保
育
士
・
保
育
教
諭
確
保
事
業
～
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